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気づいて変わった私
愛知・福田　結
　今日の朝もテレビから、気の重くなるようなニュースばかりが流れてきます。なぜ、人は人の事を憎んだり、傷つけたりするのだろう。どうしたら、犯罪が減り、楽しく明るいニュースが増えるだろう。いつもそんなことばかりを考えていました。
　そんな時でした。その答えとなるある気持ちに私は気づいたのです。それは、本当に突然のことでした。いつもと同じように子ども会のはい品回収に参加した時のことです。近所の方が出してくれている資源ごみを集めていると、となりの家の方が、
「暑いのに大変だね。ありがとう。」

と声をかけて、新聞のたばを持ってきてくれました。よく見ると、渡された新聞のたばは小さな子でも持てるようにと少なめにまとめてくれていました。今までもきっとその家の方は、同じようにして出してくれていたのですが、私の方に余裕がなく集めることに精いっぱいで相手の心づかいに気づくことができなかったのです。
　それからの私は、どんな時もまずは、相手の気持ちを考えて行動するように気をつけ、周りの人の行動にも目を向けるようになりました。そうすることで、今までは当たり前のようにしてもらっていた事一つ一つが、当たり前ではなく、相手の思いやりややさしさで成り立っているものだとどんどんわかってきたのです。
　例えば、朝早くから小さな子を連れたり、おんぶしながら旗当番に立ってくれるお母さん達。仕事が忙しいお母さんの代わりに出勤前のスーツ姿で立ってくれるお父さん。お父さんも無理なら、おじいちゃんやおばあちゃんが立ってくれている時もあります。どの人もみんな、私達が安全に学校へ行けるようにとただそれだけを願い、皆があたたかい目で見守り、明るく元気な声で、
「おはよう。気をつけていってらっしゃい。」と私達を見送ってくれます。今までは当たり前に聞いていたこのあいさつさえも、相手の私達を思う気持ちに気づいた今、私の返す、

「おはようございます」

にも、今までとは違い、深い感謝の気持ちがふくまれるようになり、相手の目を見て言えるようになりました。

　学校に着けば、花だんで花の手入れをしてくれる方。外に立って私達を見守ってくれる先生達。誰にほめられるわけでもないのに、トイレのスリッパをすすんでそろえている子。おくれてきた子の手伝いをする子。いろいろな人がいろいろな所で誰かのことを思い行動している姿が見られます。帰り道では、見守り隊の方たちが暑い日も寒い日も雨の日も私達の帰りを待っていてくれ、安全に帰れるようについてきてくれます。
　これらの行動は、全てその人達が今まで体験や経験したことがもとになっているのです。お母さん達は、日ごろ、この道は危ないと思っている場所に立ってくれています。スリッパをそろえてくれる子は、スリッパがみだれていてはきにくい体験をしたから、そろえてくれるのです。先生や見守り隊の方たちが私達のことを見守ってくれるのは、自分達が子どものころ、近くでそうやって見守ってくれる大人たちがいたからなのです。
　その事に気づいた私は今いろんなことに興味を持ち、ちょう戦するようにしています。たくさんの体験、経験をすることによって、いろいろな立場の人の気持ちを考え、相手の気持ちをくみとれるようになり、たくさんの人と関わることで、自分はいろいろな人に支えられて生きていることに自然と感謝できるようになるからです。

　そう。これこそが犯罪を減らすために一番大事なことなのです。皆がもっともっと視野を広げ、自分がどれだけの人と関わりながら生きていて、周りの人の思いやりややさしさで支えられているのかに気づくことで変れるのです。

　自分が自分がとなりがちな現代では、難しいことです。忙しすぎて、周りを見る余裕がなく、いらいらする人も多いでしょう。そんな時は、ちょっと立ち止まって周りを見てください。そのしゅん間に、気づく人もいるはずです。自分の周りにいる人と思いに。気づくのに手おくれということはありません。

　私が今、心から願うのは、少しでも多くの人が自分が困ったことやいやだったことを忘れず、同じ思いをしている人には優しくすることです。さらに、自分がしてもらってうれしかったことは、人にも同じようにでき、そして、してもらった側がそれに対して感謝できる世界になることです。

　そうすれば、朝、テレビから気の重くなるようなニュースが流れる日が減り、皆が明るい気持ちで楽しくくらせる社会になると信じています。
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